


















無視するわけで ないが、無数の表象 イメージが蠢く、豊饒な夜に沈潜し、宵闇に眼を凝らし、昼の強い思想との相剋をとおして、夜の思想 語ろう いうのだ。 「私が夜と呼んでいるものは、思考の暗さとは違う。夜は光の暴力を持つ」というバタイユの言葉などを導きの糸として、著
者は現代を生きる者が直面する多様な問題と対峙する。以下、概要を紹介しつつ、個人的な感想を記して、書評の責を果たすことにしたい。　
第一部「生と死の夜」では、バタイユ、ブランショ、ニー






























イユから大きな示唆を得て、そ 共同体論を展開したジャン＝リュック・ナンシー 取り上げ、バタイユとの関係をとおして、その思想のいくつかのモチーフを検討するもの。ニヒリズムに関する の発言を手掛かりにして、著者は、共同体や意味と ったナンシー キーワードの根底にある無 不在、無為などの概念を分析すること 、ブランショやバタイユとの距離を測るとともに、ニ チェを継承し、創造的ニヒリズム 道を切り拓こうとするナンシーの姿を素描する。ナンシーは多様なフィールドにわたって思索を展開す 哲学者だが、その根底にニヒリズムの問題があるという指摘は示唆に富むも だ。　
以上、駈け足で本書を概観したが、最後に強調しておき
たいことは、著者が、専門家にしかわからないジャーゴンではなく、専門外の人間にもアクセス可能なきわめて明晰かつ平易 言葉で、たいへん精緻な議論を行っていることである。これは、言うは易く行うは難きことで 。詳細な註に満ちたアカデミックな研究もむろん重要だが、教育の場では、受講生たちに自ずと伝わるような語りがますます求められてきている。そのためには、ただ頭で考え だ
けでなく、自らの身体、肉体、もっと言えば、生身で思考することが必要だと思われる。バタイユのいう「内的体験」もそれと別のことではあるまい。本書は、自らの深みへと沈む、 のよう 身振りを可能にする数々のヒントを与えてくれる。多くの若い研究者たちに読んでほしい本である。
